
帝塚山大学共催講座のご案内
2026年度後期：2026年11月～2027年3月

本学は1964年に開学し、今年で60周年を迎える奈良県最大規模の文系総合大学。

東生駒キャンパスには文学部、経済経営学部、法学部、大学院人文科学研究科があり、

学園前キャンパスには心理学部、現代生活学部、教育学部、大学院心理科学研究科を

設置している。

「実学の帝塚山大学」を標榜し、フィールドワークなどの実践的な教育や学生の主体的な学

修を促す「プロジェクト型学習」を積極的に推進している。帝塚山大学独自の学際的「奈良

学」研究を通じて、地域の活性化に取り組むなど特色ある教育・研究を行っている。

本学主催の公開講座は、 https://www.tezukayama-u.ac.jp/social/lectures/ をご覧ください。

《帝塚山大学のご案内》

東生駒キャンパス
〒631-8501 奈良市帝塚山7-1-1 TEL：0742-48-9122

学園前キャンパス
〒631-8585 奈良市学園南3-1-3 TEL：0742-41-4716

1日・短期講習会

〒545-0052 大阪市阿倍野区阿倍野筋2-1-40 and4階
〔受付時間〕10：00～19：00 （日曜日10：00～16：00 ）

※休業日：3/29（金）～3/31（日）、4/29（月・祝）～5/5（日・祝）は、受付業務を休ませていただきます。

★WEBでご予約から入金までできるようになりました

お問い合わせは 【近鉄文化サロン阿倍野】

06-6625-1771 

お申込みはこちらのＱＲコードから→

【講 師】 文学部 教授 杉﨑 貴英

【曜日・時間】 11月16日(月) 10：30～12：00

【受 講 料】 2,640円

中世の仏師、その実像 －姿・生活・信仰－
奈良・京都をはじめ日本の各地に、中世につくられた仏像彫刻が数多く残っています。

それらの作者である仏師とは、どのような人たちだったのでしょうか。この講座では、王朝貴族

の目に映った仏師のようす、仏師が登場する説話、はたらく様子を描いた絵画、仕事の報酬

や財産、家族や親族の存在を物語る記録、仏師が筆をとった古文書、彼ら自身の祈りを伝え

る遺品や文献史料など、さまざまな手がかりからとらえてみようと思います。

11/16
（月）

《星光寺縁起絵巻》に描かれた仏師の姿

【講 師】 文学部 教授 清水 昭博

【曜日・ 時間】 12月21日(月） 10：30～12：00

【受 講 料】 2,640円

考古学からみた仏教伝来と寺院の建立

近江湖東地域に分布する百済直系の瓦
（滋賀県軽野塔ノ塚廃寺、飛鳥時代）

12/21
（月）

６世紀中ごろ、欽明天皇の時代に朝鮮半島の古代国家である百済（くだら）から日本へ仏教

が伝来しました。しかし、６世紀末に日本最初の本格的寺院である飛鳥寺（奈良県明日香

村）が建立されるまで、仏教は中央政権で公式に受け入れられることはなく、飛鳥周辺に

あった蘇我氏の邸宅を拠点に信仰は維持されました。本講座では日本に仏教が伝来し、そ

の半世紀後に飛鳥寺が建立され、各地に多くの寺院が建立される様相を考古学的な視点

で考えます。

https://www.tezukayama-u.ac.jp/social/lectures/


2026年度後期：2026年11月～2027年3月

※価格は、消費税を含んだ税込価格を表示しています。※各講座とも、開催場所は近鉄文化サロン阿倍野です。

ホームページへのアクセスはこちら

〒545-0052 大阪市阿倍野区阿倍野筋2-1-40 and4階
〔受付時間〕10：00～19：00 （日曜日10：00～16：00）

※休業日：、10/29（火）～10/31（木）、11/29（金）、11/30（土）、

12/29（日）～1/4（土）は、受付業務を休ませていただきます。

帝塚山大学 １日・短期講習会
※入会金は不要です。

3/15
（月）

近世大和川の剣先船

奈良県の初瀬川を源流にして大阪湾へ流れ出る大和川は、江戸時代において

は主に大坂と大和を結ぶ交通路として利用され、剣先船と呼ばれる船が就航し

ていました。剣先船が最も多く運んだのは大坂から大和への肥料で、大和で盛

んだった綿作などに施肥されました。どのような人が、どのようにして関わること

で肥料が流通し、大和の百姓のもとに届いたのか。肥料流通を明らかにするこ

とで、都市・農村それぞれに生きた江戸時代の人びとの足跡を見ていきます。

【講 師】 文学部 准教授 岡島 永昌

【曜日・時間】 2027年3月15日(月) 10：30～12：00

【受 講 料】 2,640円

WEBでご予約から入金までできるようになりました

お問合せ・お申込みは近鉄文化サロン阿倍野

（０６）６６２５－１７７１
〒545-0052 大阪市阿倍野区阿倍野筋2-1-40 and4階
〔受付時間〕10：00～18：30 (日曜日10：00～16：00）

※休業日：10/29 (木)～10/31(土)、11/29(日)、11/30(月)、
12/29(火)～1/4(月)、3/30（火）、3/31（水）
休業日は受付業務を休ませていただきます。

[受講のお申込みは]

●事前にご予約のうえ、実施日の５日前までにご入会手続きをお済ませください。

●近鉄文化サロンホームページからご入会・ご入金いただけます。

※WEBでお手続きの場合、入会金無料で会員登録が出来ます。

●各講座とも満員になり次第締め切らせていただきます。

※ただし、一定の人数に満たない場合は、講座を中止させていただくことも

ございます。

2/15
（月）

足利氏と上杉氏 ―尊氏・直義兄弟の外戚―

室町幕府を開いた足利尊氏と直義の兄弟は、鎌倉後期に京都から鎌倉に下った

上杉氏出身の上杉清子を生母としています。京都出身の上杉氏はなぜ足利氏と

婚姻関係を結ぶようになったのでしょうか。また、上杉氏は尊氏・直義兄弟にどの

ような影響を与えたのでしょうか。本講座では鎌倉後期の足利氏と上杉氏との関係

を論じます。

上杉氏ゆかりの地にある「足利尊氏公産湯之井」（京都府綾部市）

【講 師】 文学部 准教授 花田 卓司

【曜日・時間】 2027年2月15日(月) 10：30～12：00

【受 講 料】 2,640円

『和漢船用集』第5巻に描かれる剣先船（国立公文書館所蔵）


